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去った8月に ,日本畜産学会並びに沖縄畜産研究会の主催でおこなわれた畜産シンポジウムよ

り,その講演要旨を ,講演を開くことのできなかった多くの方々に紹介したいと思います｡なお

この編集を心よく許可して下さった日本畜産学会及び沖縄畜産研究会の御厚意に対して ,厚く感

謝申し上げます｡ 編 集 係

牛の栄養における微量元素の重要性

上

家畜栄養における微量元素の重要性については

いまさら云々するまでもなく,その生理的機能の

詳細に いたるまで 判明しているものもかなりあ

る｡ここでは近年 ,日本本土の牛においてみいだ

された微量元素の欠乏症または過剰による中毒症

について4つの例を紹介してみたい｡

1 牛のコバル ト欠乏症

西日本に古くから牛のクワズ症というものがあ

った｡これはその地域に牛をもっていくと3-10

カ月にして牛が ,ものを食わなくなり,水をのま

なくなり,著しい貧血を起して兜死するものであ

る｡これを他所に移すと数日たらずして治るもの

で従来奇病といわれていたものである｡これは上

述の現象から明らかに地域的な疾病である｡

この環境要因を調査すると,その地域の水 ,土

壌 ,稲わら,野草などにコノミル トの含量が著しく

少ない｡この地域には弗素の多い所もあって一時

弗素がその原因ともいわれたが ,この主因はやは

りコバル トであることが確められた｡コバル トの

欠乏が牛のビタミンB12の欠乏症を起こし,それ

が牛の低栄養と相侯ってクワズ症を起こすことが

判明した｡

現在では予防用にコバル ト剤を投与して完全に

これを防いでいる｡成牛 1日1頭当り1mgの塩化

コバル トを投与している｡治療用としてほ1日1

頭当り塩化コバル ト30wlgが適当である｡これを与

えるとすく.治り,いわゆるコ/ミル ト反応がみられ

る｡治療および予防用に用いたコバルトが牛の糞

尿を通して土にかえったせいか ,現在では特に予

防用のコバル トを与えていないがクワズ症がみら

れなくなった地域もある｡

坂 幸 次 (京都大学農学部)

2 牛のモリブデン中毒症

島根県大原郡大東町に モリブデンの鉱山が あ

る｡ いまなおモリブデソの 採鉱が 行なわれてい

る｡鉱沢は1部河川に捨てられているが ,その川

の下流に牛の下痢症 ,被毛槌色現象がみられた｡

この地域の稲わら,野草 ,水 ,土壌などを分析し

てみるとモリブデン含量は高く,土壌の最高 161

pplm,野草の最高161ppmのものさえあった｡鉱

沢そのもののモリブデンも高く含量 61-68ppm

である｡林 (1955)は雄牛にモリブデンを 2.2-

4.7mg/1kg/1日与えたところ100日く･らいで下痢を

し,被毛礎色がみられた｡これらのことから大東

町の牛の症状はモリブデンの過剰による中毒症状

と思われる｡

モリブデンの中毒を防く･･方法として結抗的に働

く銅の投与を考え ,硫酸銅の 投与試験が 行われ

た｡その結果は硫酸銅として1日1頭当り0.5-I

1.03を長期間投与すると,中毒症状は起こらず,

また症状を 起こしているものを 治すことが でき

た｡以上のことから被毛礎色はモリブデンの過剰

のため銅が不足し,そのために起る現象と考えら

れた｡

兵庫県赤穂市に同じくモリブデソの精錬工場が

ある｡ その近くの牛 (主として乳牛) に繁殖障

害 ,下痢 ,被毛槌色などがみられている｡この環

境要因の調査をしてみるとモリブデンの含量がと

くに多い｡すなわち稲わらで多いものは478ppm,

クロバーで多いものは484ppmもある｡ これらの

牛に1日1頭当り1.1-4.09の硫酸銅投与試験を

した結果は一応 ,中毒症状は防ぎえた｡本件は現

在 ,公害問題として関係者を悩ませている｡
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3 牛の銅欠乏症

岡山県新見市にセメント工場がある｡その近く

の牛に被毛桜色現象がみられた｡この地方は肉用

午 (和牛)の古い産地であるから良牛も多く,檀

牛として登録される牛も多い｡ところが登録審査

では灰色牛は失格とすることになっている｡した

がってそのまま審査を受ければ一応失格となる｡

畜主にとってほ大きな｢:rJ題である｡ただしここで

は牛の下痢とか繁殖障害はみられていない｡

セメント工場の煙突からダス トがでる｡このダ

ストそのものを分析してみるとモリブデンがいく

らか多く,9.97ppmである｡この地域の稲わら,

野草などを分析してみると稲わらはモリブデン0.

3-1.5ppm,銅1.5-7.5ppm,野草はモリブデン

2.8-5.7pplm,鍋/I.0.-12.5ppmで双方とも大体

ふつうの含適である｡そこでモリブデン,銅と相

互関係のあるとされている硫酸を調べてみた｡す

ると稲わらおよび野草中のモリブデン+硫酸に対

する銅の比率では正常な所と,かなり異なる数値

がでた｡

これから考えると木例はモリブデンと銅との絶

対値にm題があるのではなくて ,硫酸との3着の

比率に問題があり,結果的には牛の銅欠乏症を起

こしているものと思われる｡そして被毛が桜色し

たのであろう｡すなわち複雑な銅欠乏症の1例と

みなしてよかろう｡1日l頭当り1.5-1.0タの硫

酸銅の連続投与試験 (1年間投与)は一応成功し

た｡すなわち被毛縫色を予防しえたのである0

4 牛の一時的マグネシウム欠乏症

この例はまだマグネシウム欠乏症と断定したわ

けではない｡推測しているだけである｡鳥取 ,岡

山 ,島根 ,広島の県境の特定の地域に古くから牛

の誘酔病というのがある｡これは早春 ,牛を山地

に放牧すると7-10n以内に牛がたお31てしまう

病気である｡そのまま放置しても必ずしも死にい

たるものではなく,自然によくなることもある｡

必ず放牧後7-10日以内に起こり,しかも秋放牧

には起こらない｡春放牧だけである｡

これに関してかって獣医師を主体にした大がか

りな調査が連続3年間続けられたが ,はっきりし

た原因はつかめなかった｡ただ栄養失調の牛が放

牧されて気候の激変にあい虚脱状態になったもの

を霧酔病というのだと定義されたに すぎなかっ

た｡

他方欧米 ,オーストラリヤなどの諸外国で古く

から GrassTetanyとして知られている一時的

マグネシウム欠乏症がある｡これは乾草の冬飼い

から急に濃厚蛋白の青草の牧野に牛を出すと,マ

グネシウムの吸収が悪くなり一時的なマグネシウ

ム欠乏症を起こすものとされている｡この現象は

筆者もめん羊で確認している｡もっともこれに対

し低カロリーの栄養なども影響するらしい｡

霧酔病の現地の早春の放牧場の様相は革よりも

木の新芽が主体である｡これは蛋白質含量が意外

に高い｡また現地の和牛の冬飼いは稲わら主体で

低カロリーのものである｡これが急に早春の放牧

場に侶されると,ときには 低気温にも さらされ

る｡現地はときに昼夜の温度差が20oCになること

がある｡これらが総合して一時的なマグネシウム

欠乏もEを起こさせたのではなかろうか｡

他方ビタミンB 欠乏症がある｡ ColdStress

は血液中のB,が非常に少ないときには確かに欠

乏症が懸念される程度まで含量をさげる｡しかし

これは余程少ないときであって実際上は考えられ

ないく小らいである｡これも霧酢病の一因かも知れ

ないが全部だとは考えられない｡解決は今後の研

究に侠たねばならないが ,一時的マグネシウム欠

乏症もその原因の一端をになっているように思え

てならない｡
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